<詳細な内容説明書（支援活動用）>
	所属支援機関等名：

所属部署・職名  ：

支援担当者名  　：


（複数の場合は、同様に記述してください）
	所属支援機関等名：

所属部署・職名  ：

支援担当者名　　：


1 支援先企業の成果（支援を受けた中小企業がどのような事業成果を生んだのかを記述してください。）
	注）本賞の応募対象は、支援先となった中小企業が、支援を受けた結果として、事業で優れた成果得たものとします。
「事業の成果」とは、基本は対価を得て社会に実装したことであり、さらにその段階として、売り上げを上げた＜利益を得た＜支援先企業の基幹的事業の１つになったなど、事業としての成果を具体的に記述してください。特許の取得、受賞（例：ものづくり日本大賞優秀省）、報道などもあれば合わせて記述してください。また、支援の成果として特に優れた業績を生んだ地域企業を幅広く底上げした等を広く対象とします。

（提出の際は枠内の、本注意書きは削除してください）


②　支援の内容　（どのような支援を行ったかを、必要に応じて図などを用いて記述してください。）
	注）どのような支援を行ったことが事業の成果を得るために寄与したのか。支援を行った体制（例：支援を行った機関やその担当者等）、支援を行うために用いた枠組み（例：支援機関側の制度など、もしあれば）、支援先企業への介入のあり方（例：支援先のどの機能（例：経営者、事業戦略、商品企画、生産技術、市場開拓、販売促進）に対して、どのように働きかけたのか）、その結果としての成果（例：中小企業庁「サポイン事業」に採択）を具体的に記述してください。

（提出の際は枠内の、注意書きは削除してください）


③　どのような革新を生んだか（支援によって支援先企業等に生みだした効果等を記述してください。）
	注）①事業：新技術や新製品を創出した、既存商品を新しい市場・顧客に展開、既存の顧客に新しい製品を提供、新製品で新市場に参入した、②支援先企業：外部のコア技術と支援先企業の装置開発能力を結合して新製品を生んだ、受託加工専業から独自製品を持つなどの発展・転換につながった、③社会的効果：ヘルスケアや環境などの社会課題に事業と調和しつつ対応する先例となった、事業承継、産地の生き残り策など、支援により生みだした効果を記述してください。

（提出の際は枠内の、本注意書きは削除してください）


④　支援体制、枠組み、方法等の独自性（行った支援について、実施体制や構築した枠組みなどの特徴や独自性を記述してください。）
	注）支援を行うに際して、置かれた環境や困難性（例：技術をめぐる特殊性、支援先の経営状況、産地の置かれた環境、開発した製品の流通や市場の状況）と、それを克服するために講じた工夫、克服が可能となった背景（例：関係機関の協力、その協力が広がったこと、支援者の資質やこれまでの履歴・経験）、その結果として生じた、支援のあり方としての特徴や独自性について記述してください。
（提出の際は枠内の、本注意書きは削除してください）


⑤　その他　（特に追加することがあれば記述してください。）
	



本詳細な内容説明書（支援活動用）は、Ａ４判で10頁以内、フォント10.5以上で記述してください。


～⑤ をＡ４判１０頁以内にまとめてください。


優れた取り組みについては、受賞の当否に関わらず、事例として紹介させていただく場合があります。その場合は、事前にお尋ねして承諾を得ることとします。それ以外は、審査にのみ用います。


Webページ (http://www.jspmi.or.jp/tri/prize/) 掲載の電子版書式をご利用ください。








